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１．自然界とトリチウム

出典：UNSCEAR 2000年報告書、1977年報告書
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２．トリチウムの性質

トリチウムの特性は一般的に以下のとおり

○化学上の形態は、主に水として存在し、私たちの飲む水道水にも含まれています

○ろ過や脱塩、蒸留を行なっても普通の水素と分離することが難しい

○半減期は12.3年、食品用ラップでも防げる極めて弱いエネルギー（0.0186MeV）

のベータ線しか出さない

○水として存在するので人体にも魚介類にも殆ど留まらず排出される

○セシウム-134、137に比べ、単位Bqあたりの被ばく線量（mSv）は約1,000分の1

0.0000062

0.000013

0.000019

0.000000018

線量係数(mSv/Bq)

放射性物質を１Bq飲み込んだ場合(経口摂取)

2セシウム－137

1
カリウム－40
(自然界核種)

3セシウム－134

0.003トリチウム

カリウム-40(自然界核種)
との比較

放射性核種

※ 線量係数は「実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示(経済産業省告示)」の別表第2(第3欄)に定められた値

※ 残留期間は「ICRP Publication 30」より引用
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３．原子力発電所でのトリチウム生成と濃度限度など

① 燃料の三体核分裂（ウランが核分裂により3つの破片に割れる反応）による生成

② ボロンカーバイド（炭化ホウ素）制御棒に含まれるホウ素-10の照射による生成

③ 炉水の放射化（不純物として含まれるリチウム-6等への放射線照射による生成）

上記①が主要な発生源

原子力発電所でのトリチウム生成源

○ 滞留水はサンプリング結果からトリチウム濃度が100万～500万Bq/㍑程度である

と考えられる。（多核種除去装置（ALPS）ではトリチウムが除去できないことから

処理した水、ならびに廃棄物に含まれる水にも同程度のトリチウムが含まれる）

福島第一原子力発電所の滞留水のトリチウム濃度

○法規制の濃度限度（実用発電用原子炉の設置・運転等に関する規則の規定に基づく線量限度を定める告示）

周辺監視区域外の水中の濃度限度：60,000Bq/㍑
* セシウム-137の濃度限度は90Bq/㍑
* セシウム-134の濃度限度は60Bq/㍑

○福島第一原子力発電所保安規定に示された放出基準値（事故前）

22兆Bq/年 ･･････他の核種を含めて0.024mSv/年＊

* 被ばく線量は気体廃棄物と液体廃棄物による実効線量

原子力発電所での液体トリチウム濃度限度など
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４．トリチウムによる被ばく評価の例

○濃度限度のトリチウムを毎日2㍑摂取した場合の被ばく線量

60,000Bq/㍑ × 2㍑ × 365日 × 0.000000018*＝ 0.79mSv (年間) ≪ 1mSv
* トリチウムを経口摂取した場合の線量係数（mSv/Bq）:Sheet2再掲

【出典】UNSCEAR 2000 Report,”Sources and Effects of Ionizing Radiation”ほか

胃のX線集団検診
（1回）0.6ミリシーベルト

大地から
（年間）0.48ミリシーベルト
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胸部X線コンピュータ断層撮影検査
（１回）6.9ミリシーベルト
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５．トリチウムの除去技術

○トリチウムの除去技術（例）

 CANDU炉（カナダ型重水炉）や国内の「ふげん」（新型転換炉：廃炉）では運転に
伴い、大量のトリチウムが生成される。

このため、CANDU炉を有する韓国では除去設備の開発を行い、2007年から運転が
行われているが、扱うトリチウム濃度は福島第一原子力発電所の濃度より百万倍程高
く、処理速度は低い。

「ふげん」ではトリチウムを含む減速材の精製を行っていたが、取り扱うトリチウム
の濃度はCANDU炉と同じく百万倍程高く、処理速度はさらに低い。

なお、分離されたトリチウムは安全を確認のうえ、気体状で放出された。
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＜参考＞環境中のトリチウム（海水等の濃度）

核融合特別研究
環境トリチウムの
挙動と解析
（金沢大）

< 0.4 ～ 6.3
3.7 ～ 6.3
0.7 ～ 4.8
0.7 ～ 3.7
0.7 ～ 3.3
< 0.4 ～ 2.6
< 0.4 ～ 2.2
< 0.4 ～ 3.3

(北海道)
(東北)
(関東)
(中部)
(近畿)

(中国/四国)
(九州)

名水百選
(合計100地点)湧 水

河川水
地下水

核融合特別研究
環境トリチウム－
測定法の現状及び
挙動について－
（九州大 高島）

0.74(平均)
0.71(平均)
1.91(平均)
3.67(平均)
2.35(平均)

1982
1983
1982
1982
1983

国内 31地点
20地点
5地点
7地点
19地点

海水
河川水
湖水

出典濃度(Bq/㍑)測定時期等採取地点分類

ND福島第一南放水口

ND～6.4福島第一北放水口

ND福島第一沖合3km,15km

Bq/㍑（ ND値:約3Bq/㍑）対象期間（2012.6～2012.12）

＜事故前の値＞

＜最近の値＞


